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次の推論のうち，論理的に正しいのはどれか。 

 

１．ある会社の商品のテレビＣＭの放映状況と売上額との関係を調べたところ，この商品の

テレビＣＭが放映され，かつ，それが 21～23 時の間であった場合，翌日の１日間の売上

額が前日の売上額と比べ３割増加することがわかった。このとき，１日間の売上額が前日

の売上額と比べ３割増加していれば，前日にこの商品のテレビＣＭが放映されたことが論

理的に推論できる。 

２．ある会社の２つの支店Ａ，Ｂの社員について，支店Ａの社員のうち，１月生まれの者の

人数は多くとも４人であり，２～12 月生まれの者の人数はそれぞれ少なくとも２人であっ

た。また，支店Ｂの社員のうち，１月生まれの者の人数は少なくとも４人，２月生まれの

者の人数は多くとも３人，３～12 月生まれの者の人数はそれぞれ多くとも２人であった。

このとき，支店Ａ，Ｂの社員数の合計は，少なくとも 53 人であることが論理的に推論で

きる。 

３．ある人は，就寝前に洗濯をして，天気予報で翌日の天気を晴れ，かつ，降水確率を 10％

未満としているときに限り，洗濯物をバルコニーに干している。また，翌朝の起床時に，

バルコニーに洗濯物が干してあり，かつ，雨が降っていれば，バルコニーから洗濯物を取

り込んでいる。このとき，ある日の昼にこの人の家のバルコニーに洗濯物が干されていな

ければ，前日の天気予報でその日の降水確率を 10％以上としていたことが論理的に推論で

きる。 

４．ある会社では，４つの社内資格を設けており，このうち少なくとも１つを保有している

社員についてみると，過去３年以内に海外勤務を経験していることがわかっている。ま

た，現在，係長の役職に就いている社員は，過去５年以内に海外勤務を経験していないこ

ともわかっている。このとき，現在，係長の役職に就いている社員は，４つの社内資格の

うち，いずれも保有していないことが論理的に推論できる。 

５．ある工場では，不良品の発生を防止するために作業手順を見直し，すべての作業を複数

人で行い，かつ，始業時に作業手順を音読したところ，不良品の発生はなくなった。この

ことから，複数人で行わない作業があるか，または，始業時に作業手順を音読しないと，

不良品の発生を防止できないことが論理的に推論できる。 
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〈方針〉 

 国家総合職では，本問のような５肢で関連のない内容の推論を個別に正誤判定しなければ

ならない問題は頻出であると言える。以下の解説では５肢すべての正誤判定を記しているが，

試験中は当然すべての選択肢を吟味する必要はなく，「確実に正しいと分かるものを見つけ

出す作業」と考えるべきである。 

〈解説〉 

１ 誤り 

 １日間の売上額が前日の売上額と比べ３割増加したことは，前日にこの商品のテレビＣ

Ｍが放映されていたことを論理的に導くものではない。なぜなら，１日間の売上額が前日

の売上額と比べ３割増加していても，前日にこの商品のテレビＣＭが放映されていなかっ

た可能性は排除されないからである。 

 

２ 誤り 

 まず，支店Ａの社員数を検討する。「１月生まれの者の人数は多くとも４人」とあり，

１人もいない可能性があるので，社員数にはカウントしない。「２～12 月生まれの者の人

数はそれぞれ少なくとも２人」なので，２×11＝22 より，少なくとも 22 人いる。したが

って，支店Ａの社員数は少なくとも 22 人となる。 

 次に，支店Ｂの社員数を検討する。「１月生まれの者の人数は少なくとも４人」とある

ので，少なくとも４人いる。「２月生まれの者の人数は多くとも３人，３～12 月生まれの

者の人数はそれぞれ多くとも２人」とあり，１人もいない可能性があるので，社員数には

カウントしない。したがって，支店Ｂの社員数は少なくとも４人となる。 

 よって，支店Ａ，Ｂの社員数の合計は，少なくとも（22＋４＝）26人であることが論理

的に推論できる。 

 

３ 誤り 

 ある日の昼に家のバルコニーに洗濯物が干されていなかったとしても，天気予報で翌日

の天気を晴れ，かつ，降水確率を10％未満として洗濯物をバルコニーに干し，翌朝の起床

時に雨が降っていて，バルコニーから洗濯物を取り込んだ可能性がある。よって，昼に家

のバルコニーに洗濯物が干されていなければ，前日の天気予報の降水確率が10％以上であ

ったと推論できるわけではない。 

 

４ 正しい 

 「（社内資格を）少なくとも１つ保有している社員についてみると，過去３年以内に海

外勤務を経験している」ことの対偶は，「過去３年以内に海外勤務を経験していないなら

ば，社内資格を１つも保有していない」となる。かかる命題からすれば，現在，係長の役

職に就いている社員は，過去５年以内に海外勤務を経験していないのであるから，社内資

格を１つも保有していないことが論理的に推論できる。 
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５ 誤り 

 「すべての作業を複数人で行い，かつ，始業時に作業手順を音読したところ，不良品の

発生はなくなった」としても，「複数人で行わない作業があり，始業時に作業手順を音読

しなくても，不良品の発生がなくなった」可能性は排除されない。よって，「複数人で行

わない作業があるか，または，始業時に作業手順を音読しないと，不良品の発生を防止で

きない」というのは誤りである。 

 

 よって，正解は肢４である。 

 

正解 ４ 

  




